
総合型地域スポーツクラブ交流大会（奈良市）

救急搬送受入件数が増加しています。

奈良県総合医療センター及び県立医科大学附属病院でＥＲ型救急医療体制が導入されたことに
より、救急搬送受入件数が着実に増加しており、いずれの病院も導入前の平均受入件数を大幅に
超過しています。

総合型地域スポーツクラブが全市町村で設置されました。

クラブアドバイザーの派遣や講習会の開催等クラブの育成に取り組んだことにより、総合型地
域スポーツクラブが全市町村で設置されました。（平成２９年１０月末現在）
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平成29年度
総合型地域スポーツクラブ

全市町村で設置
（39市町村・65クラブ）
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救急搬送月平均受入件数
（奈良県総合医療センター）
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救急搬送月平均受入件数
（奈良県立医科大学附属病院）
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